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【会議次第】 

 

１．開会 

 

２．あいさつ 

     

３．協議事項 

   （１）企画運営部会の協議内容について 

   （２）岩城まちづくり協議会の今後の進め方について  

 

４．閉会 

  

  

 

 

 

 

 

会 議 の 経 過 別紙のとおり 

 

 

 



 ◆出席者名簿（敬称略）    （出席委員：１２名） 

役  職   氏   名     出欠（○・－） 【行政出席者名簿】 

会  長    佐々木 昭彦             ○  

副会長   早川 あけみ     ○ 岩城総合支所長        佐々木 藤悦 

委  員    渡部 昭 ○ 事務局 振興課長     佐々木 直樹 

委  員    前川 政治 ○ 事務局 振興課課長補佐  髙山 淳一   

委 員    堀井 光昭 ○  

委  員    高橋 修 ○  

委  員  山崎 悦子 ○  

委  員   土田 信夫 ○  

委  員    三浦 春美 ○  

委  員    鈴木 とみ子 －  

委  員  堀井 良子 ○  

委  員  堀井 久仁子 ○  

委  員  佐々木 久 ○  

委  員  田口 直樹 －  

   

   

   

      

       

       

   

   

   

   

 

 

 

 

 



会議の経過 

平成２９年度 第２回 岩城まちづくり協議会 

 

                              平成２９年１０月２６日（木）   

                               午後 ６時００分 開会 

 

【開会】 

○佐々木振興課長 

本日は、お忙しいところ、ご出席いただきまして、誠にありがとうございます。 

  それでは、ご案内の時間となりましたので、只今より平成２９年度、第２回「岩城まちづく

り協議会」を開会いたします。 

 

 

【あいさつ】 

 ○佐々木振興課長 

  それでは、岩城まちづくり協議会 佐々木会長よりごあいさつをお願いいたします。 

 

 

   〔佐々木会長あいさつ〕 

 

                                 

 ○佐々木振興課長 

  続きまして、佐々木総合支所長がごあいさつを申し上げます。 

 

 

   〔佐々木支所長あいさつ〕 

        

  

 ○佐々木振興課長 

  それでは、ここで事務局より、ご報告申し上げます。 

  本日の出席者は、１２名となっており、まちづくり協議会の開会要件の１/２以上を満たして

いることをご報告申し上げます。 

  なお、協議会の進行につきましては、規定により会長が議長を務めますので、宜しくお願いい

たします。 

 

     



【企画運営部会の協議内容】 

 ○佐々木会長 

それでは、さっそく案件に入りますが、本日の協議会につきましては、概ね午後７時３０分ま

でを、閉会の目途としておりますので、会議の円滑な進行にご協力をお願いいたします。 

協議事項（１）「企画運営部会の協議内容」、（２）「岩城まちづくり協議会の今後の進め方」

につきまして、事務局より説明お願いします。 

 

 

   〔事務局 説明〕 

 

   〔Ａ委員から「熟議形式」の提案〕 

 

 

○佐々木会長 

企画運営部会にあっては、提案の幅を広げると収集がつかないところもあり、この２点に絞ら

せていただいたが、必ずしもこの２点というわけではない。今日この会議で皆さんの意見もお

聞きしたいと考えていた。 

 

 

●Ｂ委員 

絞るのであれば、「こういうことを議論する」ということを示した上で、委員を選んだほうが

スムーズにいったのではないか。 

 

 

●Ｃ委員 

たぶん、まちづくり協議会そのものの根本の部分でＢ委員がおっしゃっていると思う。ただ、

このまちづくり協議会の規約等を鑑みると、この協議会で何を生み出していくのかを全体で考

え、考えて出たものに対して意見交換するべきではないか。今、２つのテーマが出ましたので、

それでいいのかどうか、皆さんで協議しながらターゲットを絞っていくのではないか。 

 

 

●Ｄ委員 

今いろいろ言われているが、この協議会が「どこまでやるか」ということだと思う。今、テー

マが２つということだが、この２つのテーマでいいか悪いかをやって、よければよいなりにこ

ういう形でやっていこうということが出てくるはず。確認したいのは、「空き地・空家」なん

ていうテーマはこれまでの提言書のなかには出てこない。これを変えて新しくしてしまってい

いのか。よければよいでいいが、そこをはっきりしないと、話が整理できない。そこらへんの

ところを皆さんが了解しなければならないのではないか。アンケートの結果というのも判る

が、その経緯なども説明してもらわないと。提案しているわけだから、提案理由を詳細に説明

してほしい。 



○早川副会長 

前回の本庁担当者の説明で非常にいい事例も教えてもらったが、確かにそこまでいければいい

が「今始まってそこまでは難しいのではないか」というところから入っていった会議だった。

岩城としてどうしていければ理想的なのか、という部分の話し合いをした。「空き家」の部分

については、公共の空き地利用や敷地の活用で、定住促進し将来的に活気あるまちづくりをす

るためにどういうことをするべきかを話し合っていければよいと考えた。「観光」については、

ジオパークの取り組みなども始まっているので、より人が来る観光地にするためにどうしてい

けばよいか、そこからはじめなければならないと話し合った。そのような思いからこの２つを

協議テーマとさせていただいた。 

 

 

○佐々木会長 

そうすれば、２つのテーマについて各委員の皆さんからご意見をいただきたい。 

 

 

●Ｅ委員 

まず、観光振興については、今までからずっと引き継いでいるこのだと思うので、これでよい

と思う。空き地利用については、遊休市有地などがどういうものがあるかわからないが、廃止

施設などを活用することは観光振興にもつながっていくと思うので、かけ離れたテーマとは思

わないが。 

 

 

●Ｆ委員 

２つのテーマになっていますが、関連もあり、幅広い協議ができるのではないか。 

 

 

●Ｇ委員 

いままでの色々な取り組みがうまく集客につながっていないようなところもあると思うが、観

光は引き続き協議すればよいと思う。空き地については、テーマとして少し大きすぎるような

気もする。 

 

 

●Ｃ委員 

テーマについては、地域活性化というものが一番上にあって、その下でこの２つのテーマを選

んだことなので、これはこれでよいと思う。ただ、テーマが漠然としているので、これからの

絞込みをどうしていくかが難しくなっていくと思う。 

 

 

 

 



●Ａ委員 

企画運営部会で協議させていただいた一人だが、名前としては「空き地・空き地」になってい

るが、そこに住みたい人が増えるようなまちづくりとして何が出来るか、という思い。観光に

ついては、行ってみたい場所、住んでる人も外から来る人も楽しいような場所、そういうこと

の入り口として２つ協議していってはということ。第２期から引き続きのテーマということも

ひとつの考え方だが、学校に関するものなどはほとんど出来ていると認識している。 

 

 

●Ｂ委員 

空家・空き地は大変な問題であることは確かだが、我々が取り組んで結論を出せるのか心配で

ある。観光についても、魅力ある地域であればそもそも色んな業者なども来るはずで、それを

我々が考えてどうするといっても難しいのではないか。 

 

 

●Ｈ委員 

この協議会については、その任期、任期で委嘱をされた方々がテーマに沿って話し合ってきた

ということなので、独立性をもった形で結構と思う。テーマについては企画運営部会で話し合

っていただいて提案されていると思うので、これもよいと思う。 

 

 

●Ｉ委員 

空き地・空家は、これから益々増えそうな気配であり、いかにしてそれを食い止めるかという

ことを考えてしまう。住みたい町をみんなで提案していけたらよいと考えている。観光も、と

てもいい町なので今より先のことを提案していけたらと思う。 

 

 

●Ｄ委員 

これまでは、任期中に提言だけして終わってきたんだなと思う。我々も提言だけして終わるの

か、もう少し実践的なことができるのか。私が一番心配するのは亀田・道川の温度差。これも

考慮しながら協議していかなければならない。 

まあ、テーマについては判りましたので、次に進めていただきたい。 

「部会を置かない」ということであったが、部会を置いてそれぞれ協議するなどしなければ、

まとまりがつかないのではないか。そちらの方に話を進めてもらえないか。 

 

 

○佐々木会長 

それでは、この２つのテーマで進めさせていただいてよろしいでしょうか。 

 

〔一同承認〕 

 



○佐々木会長 

それぞれのテーマどのように協議しますか。提案のあった熟議形式についてはいかがしましょ

うか。 

 

 

●Ｃ委員 

  この形式は、どの程度の時間をとってやったものか。 

 

 

●Ａ委員 

  テーマごと各 30 分程度、５分でメンバーチェンジという形で、その後更に 30分協議というや

り方。 

 

 

 ●Ｃ委員 

  その方式でいくとテーマが３つあれば２時間、２つなら１時間半くらいかかるか。 

 

 

 ●Ｄ委員 

  話し合いするにはいいが、話が煮詰まっていかない。私もしょっちゅうこの形式で話し合いし

ているが、我々は煮詰めていかなければならないから、果たしてこの方式がいいのか。 

 

 

 ●Ｃ委員 

  この方式だと課題は見つかりやすいのかもしれないが、結論を出していく部分に関しては苦手

なところがあるのではないか。 

 

 

 ●Ａ委員 

  話の入り口としてはいいかな、と思い提案した。最後までこれにこだわってやる必要もない。 

 

 

 ●Ｃ委員 

  方法として、最初に熟議形式をやって、その上でそれを継続していくのか、課題が見えたとこ

ろで部会を設置するか、そこらへんを次回に検討する方法もある。 

 

 

 

 

 



 

 ●Ｄ委員 

  あまりにも時間がかかる。今日２つのテーマが決まったんだから、この次の召集のときにはそ

れぞれ研究・勉強してもらって、きちんと言葉を出せるようにしなければならない。そんなに

しょっちゅうは集まっていられないと思う。たえず課題を絞っていって最終的に出来上がる形

にしていかないと、いつまでたっても終わらない。 

 

 

 ●Ｊ委員 

  例えば、空家なら空家である程度のところまで話を絞ってひとつ結論付ける、その後観光なら

観光で絞っていくというやり方もある。部会を置かなくても、テーマを１つずつ片付けていけ

ばいい。そんなに皆さん毎月集まってという訳にいかない。 

 

 

○佐々木会長 

今、Ｊ委員から提案された件についてはいかがしましょうか。 

 

 

●Ｄ委員 

Ｊ委員の提案でよいのではないか。人数が欠けてもこれだけ集まれる。少なくしてしまえば成

立しないこともある。 

 

 

○佐々木会長 

それでは、今後の進め方については、Ｊ委員から提案された進め方でよろしいでしょうか。 

 

〔一同承認〕 

 

 

○佐々木会長 

次回のテーマは、空家のほうから進めたいと思いますので、よろしくお願いします。 

それと、書記について、田口委員、堀井（良）委員にお願いしたいと思いますので、よろしく

お願いします。 

 

 

○佐々木会長 

皆さま大変お疲れ様でございました。これにて協議会を終了いたします。 

 

【午後７時３０分閉会】 


